
1. はじめに  

 試行サービスの提供とモニター評価が可能な

大規模メッシュネットワーク・テストベッドを

構築し、具体的な事業ニーズに適合可能なスケ

ーラブル・高性能のレイヤ 3 メッシュネットワ

ーク技術を確立することを目指したオープン・

メッシュネットワーク研究開発に取り組んでい

る。本稿では平成 21 年度の研究開発の成果に

ついて紹介する。  

 

2. テストベッドの拡充

昨年度に構築したメッシュネットワーク・テ

ストベッドのノードに各種センサ、カメラなど

を設置し、これらから取得されるデータをメッ

シュネットワークを通じて利用可能にすること

さらに、新テストベッドの更なる高速・大容量

化を図るため、 各ノードに IEEE 802.11n  を導

入することを目的とし、テストベッドの拡充を
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行った。

3. アンテナ複合制御技術

昨年度に製作したダイバシチ対応３セクタア

ンテナをネットワークで動作させたときの検証

・評価を進めた。検証内容としては、距離特性

の確認、2 系統で同時送受信したときの評価で

ある。距離特性の測定では、送信レートが

36Mbps のとき、6Mbps 以上のスループットを

達成できる距離が、無指向性アンテナでは140m

であるのに対し、セクタアンテナでは 200m と

向上した。2 系統同時送受信においては、無指

向性アンテナは 1 系統送受信時と比べ、スルー

プットが 25%程劣化しているのに対し、セクタ

アンテナでは指向性をお互いにそらすことでス

ループットが劣化しないことが確認できた。 
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Abstract

This article describes the research project that aims to establish a scalable, efficient wireless L3 mesh 

network technology, and construct a large-scale mesh network testbed. This project develops software which 

includes the standardization of the related technology in IETF and IEEE 802, and carries out practical 

experiments.  
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